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10 家庭 

学校番号 ３０６ 

平成３１年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新家庭総合 今を学び 未来を描き 暮らしをつくる （教育図書株式会社） 

副教材等 
新家庭総合 今を学び 未来を描き 暮らしをつくる 準拠ノート （教育図書

株式会社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○家庭生活に関心をもち、主体的・積極的に取り組みましょう 

 ・生活の様々な現象や課題をワークショップや演習等を通して考え、理解を深め知識を身に付

けます。友だちの考えを知り、多様な考え方を学び、自分の考えをもちましょう。 

 ・実践的・体験的な学習を通して、科学的な理解に基づいた確かな技術を身に付けます。 

 ・学んだことを自分の生活の問題として捉え、よりよい生活をめざします。 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者とのかかわりと福祉、消費生活、衣食住などに関する

基礎的・基本的な知識と技術を総合的に習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決する

とともに、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家
庭、子どもや高齢者
との関わりと福祉、
消費生活、衣食住な
どについて関心をも
ち、その充実向上を
めざして主体的に取
り組むとともに、実
践的な態度を身に付
けている。 

人の一生と家族・家
庭、子どもや高齢者と
の関わりと福祉、消費
生活、衣食住などにつ
いて生活の充実向上
を図るための課題を
見いだし、その解決を
めざして思考を深め、
適切に判断し、工夫し
創造する能力を身に
付けている。 

人の一生と家族・家
庭、子どもや高齢者と
の関わりと福祉、消費
生活、衣食住などに関
する基礎的・基本的な
技術を総合的に身に
付けている。 

人の一生と家族・家
庭、子どもや高齢者
との関わりと福祉、
消費生活、衣食住な
どに関する基礎
的・基本的な知識を
総合的に身に付け
ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
調理計画 
製作計画 
実習記録表 
レポート 
発表 
自己評価 等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
調理計画 
製作計画 
実習記録表 
レポート 
発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
製作品 
観察記録表 
レポート 
発表 
定期考査 
実技テストの結果 
自己評価・相互評価等 

学習状況の観察 
ノートやワークシ
ートの記述 
調理計画 
製作計画 
実習記録表 
観察記録表 
レポート 
発表 
定期考査の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

５
月 

第
１
章 

青
年
期
と
家
族 

○家庭科の学び方 

 

○人生って何だろう？ 

１．人の一生はどうなってい

る？ 

２．一生のなかの青年期 

３．青年期の自立と共生 

４．職業の選択 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:生涯発達の視点でライフステージご

との発達課題に関心をもち、学習活動

に取り組もうとしている。 

b:生涯発達の視点から、青年期をどのよ

うに過ごすかについて、具体的に考

え、意見をまとめたり、発表したりし

ている。 

c:新聞や書籍、インターネットなどを活

用したり、身近な知人へのインタビュ

ーをしたりすることにより、事例研究

や演習やなどに必要な資料を収集し

たり、調査したりすることができる。 

d:生涯発達の視点から書くライフステ

ージの特徴・課題とそれに対応した意

思決定の必要性について理解してい

る。 

 青年期の自立や男女の社会的役割に

ついて理解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

発表 

定期考査 

○家族って何だろう？ 

１．家族の役割 

２．家庭の機能 

３．社会のなかの家族 

４．男女でともに家庭を築く 

５．家族をとりまく問題 

６．法律のなかの家族 

＊家族法クイズ 

＊ｻｲﾚﾝﾄｵｰｸｼｮﾝ 

○ ○  ○ a:家族・家庭と社会との役関わりに関心

をもち、男女が協力して家庭を築くと

いう視点から学習活動に取り組もう

としている。青年期の課題や家族・家

庭についての学習を自分の問題とし

て捉えようとしている。 

b:具体的な事例や事象を通して、これか

らの家族・家庭のあり方について考

え、まとめたり、発表したりしている。

ワーク・ライフ・バランスの視点から、

職業労働のあり方について考え、まと

めたり、発表したりしている。 

c:自分の人生をどのように送るか、関連

資料などを参考に将来を想像しなが

らまとめることができる。 

d:生活に関わる法律の基本的な趣旨、家

庭生活を支える社会制度や社会福祉

の基本的な理念を理解している。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

発表 

定期考査 

７ 

・ 

９

月 

 

○ホームプロジェクトと学校

家庭クラブ活動 

調査研究 

個人発表 

○ ○ ○ ○ a:家庭科の学習と通して得た知識・技能

を生かし、主体的に生活の課題を見い

だし、改善しようとしている。 

b:生活上の課題の解決をめざして科学

的に探究し、表現している。 

 活動を通して得た結果について、発表

したり、意見交換したりしている。 

c:課題解決のために、具体的な計画を立

て、実行し、さらに改善することがで

きる。調査・研究に必要な資料を収

集・整理できる。 

d:自身や地域の生活を見つめ、生活上の

課題を発見し、改善のための実践活動

をする意義を理解している。設定した

テーマを実践するために必要な知識

を持っている。 

レポート 

発表 

自己評価 

相互評価 
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２
学
期 

７
月 

第
２
章 

保
育 

○子どもの成長を見つめる 

１．子どもの成長 

２．発育と発達 

３．コミュニケーションの発達 

○子どもの世話をしてみよう 

１．親の役割 

２．生活習慣とは 

３．子どもの健康を守る 

４．子どもの安全を守る 

５．子どもと遊び 

○子どもを取り巻く環境 

１．子育ての現状と問題点 

２．子育てを支えるしくみ 

○子どもの権利と福祉 

１．子どもの権利を守る 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:子どもに対するイメージを膨らま

せ、実践的・体験的な学習を通して、

学習に取り組もうとしている。 

 保育における親と社会の果たす役割

について考えようとしている。 

 子どもの権利と福祉について考えよ

うとしている。 

b:子どもの心身の特徴や発達、遊びの

意義を捉え、子どもによってよい環

境について考え、意見をまとめたり、

発表することができる。 

 親の役割や子どもを生み育てること

の意義について考え、意見をまとめ

たり、発表したりすることができる。 

 少子化、育児不安、児童虐待、子ど

もの貧困など、現代の子どもを取り

巻く環境の変化と課題について考

え、新聞・書籍。インターネットを

活用したり、地域の関連機関へ調査

に出向いたりして、資料を収集して

調査することができる。 

c:親の役割や子どもにとって望ましい

い保育環境について、自分の考えを

入れながらまとめることができる。 

子どもの生活や遊びについて調査・

観察したことをまとめ、発表するこ

とができる。 

d:子どもの心身の特徴や発達、遊びの

意義を理解している。 

 子どもの生活の概要を理解してい

る。 

 子どもは生活のなかで関わることを

通して成長することを理解してい

る。 

 生命の尊さを認識するとともに、愛

着の形成や社会的規範を身につけさ

せる上で、保育における親の役割を

理解している。 

 子どもを取り巻く環境整備と社会全

体で子育てを支援する必要性を理解

している。 

 子どもの権利と福祉について理解し

ている。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

レポート 

発表 

定期考査 
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第
３
章 

高
齢
期 

○超高齢社会を知る 

１．人口の高齢化はなぜおこ

るのか 

２．高齢期の心身の特徴 

３．高齢者の健康 

４．高齢期の生活 

○高齢者とふれ合ってみよう 

１．高齢者と交流してみよう 

２．介護について学ぼう 

○高齢期の生活を支えるしく

みは？ 

１．超高齢社会の課題 

２．介護保険制度とは？ 

３．そのほかの制度は？ 

４．地域福祉とは 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:高齢者の生活について関心を持ち、

実践的・体験的な活動を通して意欲

的に学習に取り組もうとしている。 

b:高齢者の生活について、家族や地域

の生活を見つめて課題を見いだし、

その解決をめざして考え、表現して

いる。 

c:高齢者と適切に関わることができた

り高齢者の自立生活を支える技術を

身に付けている。 

d:高齢者の生活について理解し、家

族・地域・社会の果たす役割を認識

するために必要な知識を身に付けて

いる。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

レポート 

発表 

定期考査 

３
学
期 

第
４
章 

消
費
生
活 

○何をどうやって買う？ 

１．私たちの消費生活 

２．生活情報の活用 

○自立した消費者とは？ 

１．契約で成り立つ消費生活 

２．消費者問題の現状と課題 

３．消費者信用のしくみ 

４．消費者の権利と責任 

○暮らしを社会につなげる 

１．経済からみた暮らし 

２．家計とその特徴 

３．家計を計画的に管理しよ

う 

４．私たちの行動が社会を変

える 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:消費生活と生涯を見通した経済の計

画・管理、生活設計について関心を

持ち、意欲的に学習に取り組もうと

している。 

b:消費生活と生涯を見通した経済の計

画・管理、生活設計について、考え、

工夫している。 

c:消費生活と生涯を見通した経済の計

画・管理、生活設計を立案するため

の技術を身に付けている。 

d:現在及び将来の消費生活と経済の計

画・管理、生活設計のために必要な

知識を身に付けている。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

発表 

定期考査 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を示

している。 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


